
私たちの暮らすこの社会は、科学技術なしには成立しません。そして、どん

なに優れた研究成果でも、それが社会に実装されるためには、システム全

体、つまり法律や経済などの仕組みやユーザーのニーズと一体で考える必

要があり、その議論には、理系・文系といった単純な枠組みを越えた、様々

な立場・専門性をもつ人々の参加と、社会全体のサイエンスリテラシー向上

が求められます。サイエンスコミュニケーションは、研究について「わかりや

すく伝える」だけでなく、それぞれが持つ知識や考え方を「互いに理解・共

有」し、それを「研究や社会に還元」することまでを含む幅広い領域です。自

分の専門分野を俯瞰し、社会との関係性を考えてみませんか。

大学院共通科目 01ZZ318

サイエンスコミュニケーション概論

担当：山 科 直 子

（広報室サイエンスコミュニケーター／教授）

春ABC集中（以下の金曜日2 ） 全10回 ＠2C407
5/17、5/24、5/31、6/14、6/21、6/28、7/ 5、7/12、7/26、8/ 2

問い合せ先：大学院共通科目事務室(ggec@un.tsukuba.ac.jp)
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